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２０１１年賀詞交歓会を開催しました。各界から多くの来賓の皆様にご出席をいただきました。 
（関連記事４Ｐ） 



２ 

長野県生協連第６０回通常総会 
 

 

１．総会日時　　２０１１年６月７日（火）　午後２時～４時 

２．開催場所　　メルパルクＮＡＧＡＮＯ　白鳳の間 

　　　　　　　　長野市鶴賀高畑７５２‐８番地　ＴＥＬ．０２６‐２２５‐７８００ 

３．議　　案 

 

第１号議案　　２０１０年度活動報告、決算報告、 

　　　　　　　　　　　　　並びに剰余金処分承認の件 

　　　　　　　２０１０年度監査報告 

 

第２号議案　　第１１次中期３カ年計画決定の件 

 

第３号議案　　２０１１年度活動方針、収支予算決定の件 

 

第４号議案　　役員報酬決定の件 

 

第５号議案　　議案決議効力発生の件 

 
 
 
　　　　　以上、総会の開催を公告いたします。 
 
 
 
　　　２０１１年３月１日 
 
 

 

長野県生活協同組合連合会　 
会長理事　清　水　 　　 

公告 

長野県生活協同組合連合会　第６０回通常総会の開催公告 
定款（第４６条　通常総会の招集、第４９条　総会の招集手続き）及び総会運営規約に基づいて、機関誌

の「会報ねっとわぁく」誌上並びに事務所店頭、ホームページにおいて、第６０回通常総会の開催を公告

いたします。 



３ 

１．代議員の選出 

（代議員選出規約第２条「定数配分」並びに第４条「代議員の選出及び登

録」）・会員は、代議員を選出してください。 

  

 

 

２．代議員名の報告（代議員選出規約第４条「代議員の選出及び登録」） 

（１）報告方法 

　　　代議員選出報告書に記述・記名・押印の上、県生協連に返送してください。 

 

 

（２）報告期限　２０１１年３月２３日（水） 

 

 

（３）代議員選出報告書の返送宛先 

　　　県生協連事務局　小松または木下まで 

　　　〒３８０‐０９２１　長野市栗田９５０‐６　メゾン栗田１０２ 

　　　　　　　　　 ＴＥＬ　０２６‐２２４‐３１６１ 

　　　　　　　　　 ＦＡＸ　０２６‐２２４‐３１６２ 

 

 

　　以上、代議員の選出について公告いたします。 

 

 

２０１１年３月１日 

 

 

長野県生活協同組合連合会　 

会長理事　清　水

公告 

長野県生活協同組合連合会　第６０回通常総会 

代議員選出に関する公告 



４ 

県生協連活動報告 

２０１１年 賀詞交歓会を開催しました 
　１月２１日（金）１７時から、ホテルメトロポリ

タン長野（長野市）において、県生協連２０１

１年賀詞交歓会を開催しました。国会・県議

会議員の皆様や友誼団体、長野県虹の会（お

取引先様）各社からの参加者、会員生協の役

職員を合わせ総勢７６名の皆様方により和や

かに交流を深め、大変有意義な賀詞交歓会と

なりました。 

　古田好男副会長の開会挨拶、清水邦明会長

の主催者挨拶の後、自民党の若林健太参議院

議員、ＪＡ長野中央会の小松正俊専務理事、

長野県消団連の北條舒正会長、日本生協連中

央地連の本間章治事務局長の来賓の方々からご挨拶をいただきました。また、県議会議員は、改革・緑新代

表の倉田竜彦議員（生協連顧問）、日本共産党県議団の石坂千穂団長・同小林伸陽副団長（上伊那医療生協

理事長）にご臨席をいただきました。市村はる美理事が阿部守一長野県知事並びに寺島義幸長野県議会議長

からいただいた祝辞を代読し、長野県虹の会の中村幸男代表世話人（信州ハム株式会社代表取締役社長）に

乾杯の発声をいただいて、歓談に入りました。 

　交歓会は米原俊夫県生協連名誉会長の中締めに続いて、吉池繁夫副会長が閉会挨拶を行って盛会のうちに

お開きとなりました。 

長野県消団連　北條舒正会長 若林健太　参議院議員 

日生協中央地連　本間章治事務局長 ＪＡ長野中央会　小松正俊専務理事 

県生協連　清水 会長理事のあいさつ 



５ 

県生協連活動報告 

マスコミ懇談会を開催しました 
　２月２２日（火）１７時から、メルパルクＮＡＧＡＮＯにおいて「県生協

連 ２０１０年度　マスコミ懇談会」を開催しました。今回で５回目とな

るこの懇談会は、県内のマスコミ各社に、生協の事業や活動の現況を

お伝えし、一層の理解を深めていただくことを目的に開催しています。 

　当日は、信濃毎日新聞社、週刊長野新聞社、長野放送、長野朝日放

送、ＮＨＫ長野放送局から５名の方が参加され、県生協連からは会長、

副会長を含め理事９名・監事２名と事務局の１３名が参加しました。 

　清水会長が主催者挨拶を行い、小松専務代行が県生協連の概要や活動、また、会員生協の事業・イベント

情報などについて説明を行いました。懇談では、会員生協の事業や取り組みなど幅広い話題を交流すること

ができ、有意義な懇談会となりました。 

 

 

 

 

第8回理事会を開催しました 
日　時：２月２２日（火）　１３時３０分～１６時４０分 

場　所：メルパルクＮＡＧＡＮＯ　花の間 

出　席：１２名（理事１０名：監事２名） 

内　容：以下の案件について審議を行い、承認しました。 

１．２０１０年度のまとめ（第１次案）と決算見通し 

２．県生協連第１０次中期３カ年のまとめと第１１次中期３ヵ年計画（第２次案・年次行動計画） 

３．２０１１年度の活動方針（第１次案）及び損益予算（第１次案） 

４．災害対策に関する２０１０年度のまとめと２０１１年度方針（案） 

５．２０１１年度　県生協連会議日程（第１次案） 

６．県生協連第６０回通常総会開催及び代議員選出公告 

７．役員報酬検討委員会の設置及び委員構成 

８．平成２２年度　信州豊かな環境づくり県民会議表彰への推薦 

９．ＪＡ中央会からの「ＴＰＰ交渉参加反対署名」への協力要請　 

１０．阿部長野県知事との懇談　 

１１．平成２３年度長野県食品衛生監視指導計画（案）への意見 

１２．長野県労福協の監事候補の推薦 

１３．２０１０年度マスコミ懇談会の開催 

１４．藤澤税理士事務所との業務契約書の締結 

　続いて、第７回理事会以降の機関会議、部会活動報告や行政・諸団体から提供された情報を報告し、すべ

て承認されました。 

　また、大木島理事を講師に「ＴＰＰ問題」に関する理解を深めることを目的とし学習会を開催しました。 

　※１月２１日に第１０回常任理事会、２月８日に第１１回常任理事会を開催し、第８回理事会の審議事項等の

検討を行いました。 

機関会議報告 

ＴＰＰ問題学習会の様子 



６ 

部会等活動報告 

食堂・売店部会県外視察研修を開催しました 
日　時：２月１５日（火）～１６日（水） 

参加者：１２名（セイコーエプソン生協、双葉生協、信州大学生協、

日生協職域部、県連事務局） 

研修先：２月１５日（火） 

・住友金属生活協同組合：ふれあい売店見学（本部売店） 

・住友金属工業株式会社：車軸工場・加工ライン見学（鉄

道用輸軸） 

２月１６日（木） 

・三井物産　関西支社：食堂・売店（業務委託先：エームサー

ビス株式会社） 

　食堂・売店部会の３生協及び日本生協連（職域部）から１２名が参

加して１生協、１企業の食堂、売店を視察しました。それぞれの食堂・

売店を視察し学ぶべき課題を持って研修に臨み、食堂のメニュー、

価格、サービスや残食の処理など、また、売店での品揃え、接客態度、

売れ筋商品やイベント企画などの質疑を含めた交流が出来ました。

なお、日本生協連職域部の潮見氏を講師に職域生協の監事監査や事

業多角化実態調査報告をいただき意見交流も行いました。 

 

 

第２回生協災害対策協議会を開催しました 
日時：２月３日（木）　１４時００分～１５時０５分 

場所：コープながの　本部会議室（長野市） 

出席：藤澤（委員長：長野医療生協）、渡辺（コープながの）、宮下（生活クラブ生協長野）、赤羽（セイコーエ

プソン生協）、坂下（信州大学生協）、小松、木下（事務局：県生協連） 

内容：委員の変更に伴い、自己紹介を行った後、藤澤委員長が挨拶を行い議長に就任し議事進行を行った。

　事務局が災害対策協議会、長野県総合防災訓練、わがまち減災ＭＡＰシミュレーション研修会、災

害時想定通信訓練（２回）についての報告を行い、了承されました。 

　続いて、協議事項の「２０１０年度のまとめと２０１１年度の

方針（案）」について事務局が提案し、協議を行い、取り

組み内容を一部補強し承認されました。≪第８回理事会提

案することとした。≫ 

　なお、県内の新型インフルエンザ地域別定点届出数の情

報提供を行い、参加会員生協における新型インフルエンザ

の発生状況と対策について交流しました。 

住友金属 生協 

エームサービス株式会社 売店 

エームサービス株式会社 食堂 



７ 

会員生協活動報告 

県消団連等活動報告 

上伊那医療生活協同組合が 
事業開始２０周年祝賀会を開催しました 
　１月２５日、伊那プリンスホテルにて生協事業開

始２０周年祝賀会を開催し２４０人が参加しました。 

　南箕輪有志「楽鼓」の太鼓演奏にて開会し、小

林伸陽理事長、診療所初代所長の清水信明生協病

院院長の挨拶をいただきました。 

　祝辞は、北原敏久上伊那医師会長、平沢豊満箕

輪町町長、清水邦明県生協連会長、熊谷嘉隆県民

医連会長が挨拶され、乾杯は伊那中央病院川合博

院長、万歳三唱は町立辰野病院土屋文夫院長が行

いました。組合員からの思い出話とあわせて、大

変勇気付けられる祝賀会になりました。 

 

 

 

 

 

第7回幹事会を開催しました 
日時：１月２７日（木）１０時３０分～１１時３０分 

場所：長野県婦人会館　１階会議室（長野市） 

出席：９名（幹事６名、事務局３名） 

内容：北條会長が欠席のため、小松事務局長が議長を務め、議事を進行した。 

事務局が第６回幹事会、第４０回長野県消費者大会及び県消団連創立５０周年記念レセプション、ＴＰ

Ｐ交渉への参加反対の呼びかけ、平成２３年度食品衛生監視指導計画（案）に対する意見集約につい

て報告を行い、了承されました。 

続いて、以下の協議事項について、事務局が提案し、協議を行い、承認されました。　 

（１）消費者行政についての市町村との懇談の実施結果と今後の取り組みについて 

（２）消費者問題シンポジウムの共催と参加について 

（３）「地方消費者グループ・フォーラム」への参加

　　　と活動報告の募集について 

（４）食品安全安心条例（仮称）の制定について　 

（５）長野県温暖化防止県民大会の参加について　 

（６）全国消団連「いきいき消費者行政パートナーシッ

　　　プ」表彰への応募について 

県生協連　清水 会長のあいさつ 

小林伸陽理事あいさつ 



８ 

県消団連等活動報告 

第8回幹事会を開催しました 
日時：２月２４日（木）１０時３０分～１１時３０分 

場所：長野県婦人会館　１階会議室（長野市） 

出席：１２名（幹事９名、監事１名、事務局２名） 

内容：北條会長が議長を務め、議事を進行した。 

　　　事務局が第７回幹事会、消費者問題シンポジ

ウムの開催、第４回信越電気通信消費者支援

連絡会への参加、長野県食品安全・安心条例

（仮称）検討委員会設置について報告を行

い、了承されました。 

　　　続いて、以下の協議事項について、事務局が提案し、協議を行い、承認されました。 

　　　（１）平成２３年度長野県食品衛生監視指導計画（案）への意見について 

　　　（２）関東農政局長野農政事務所主催「消費者団体との意見交換会」への参加について 

 

 

消費者問題シンポジウムが開催されました 
　２月１２日（土）１３時から「長野県消費者問題シンポジウム」がホテルモンターニュ松本（松本市）で開催

され県下各地から３００人を越える消費者が参加しました。今回のシンポジウムは、長野県が主催、県消団連

と長野県消費者の会連絡会が共催し、今日、複雑・多様化する消費生活において、悪質商法によるトラブル

や製品事故などが後を絶たず、また、長引く不況を背景に多重債務問題など消費者をとりまく状況が深刻化

する中で、一人ひとりが主体性のある賢い判断のできる消

費者となり、消費者意識の高揚を図ることを目的とし開催

されました。 

　開会に先立ち、県消費生活室の北澤義幸室長が主催者挨

拶を行い、続いて、北信地区消費者の会連絡会、岡谷市消

費者の会、飯田消費者の会、東御市くらしの会から、廃油

を使用した石鹸づくりやレジ袋の削減等の活動発表があり

ました。 

　講演会では、日本弁護士連合会の宇都宮健児会長が「多

重債務問題から貧困問題の解決へ」と題し、多重債務問題

の背景には貧困問題があることや貧困拡大の要因や貧困を

なくしていくための課題などについてわかりやすく講演を

いただきました。 

　最後に、県消団連の北條舒正会長が、講師に対するお礼

を兼ねて挨拶を行い終了しました。 
消団連　北條舒正会長あいさつ 

講師：宇都宮健児弁護士 



９ 

■大木島 真 理事（員外：長野県農業協同組合健康保険組合　常務理事） 

　昨年の６月の総会で員外理事として就任しました大木島真です。現在、ＪＡ長野中央会か

らＪＡ長野健保に出向している身分ですが、あくまでも個人の立場で参画させて頂いており

ます。 

　生協との本格的な関わりは、農業生産者と消費者との連携を強めようと、長野生協（当時）

さんと「それでもあなたは食べますか」をキーワードに横浜港を訪れ、その報告会を企画した頃か

らだと思います。もう２５年を経過します。これらの交流事業を基盤に「食と農と環境を育むネッ

トワーク」や「国際協力田」の取組に係わってきました。 

　今ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）問題で騒然としていますが、それぞれの主権と多様な文化が

それぞれ尊重され、相互交流を基本とする国際化が必要だと思います。多様な文化は多様で個性的

な食文化に根ざし、健康もまた食が基本です。しかし、農地・水・肥料は有限であり１０億人以上

が飢餓で苦しみ、０８年の食糧危機では途上国へしわ寄せがいきました。昨年暮れ頃から投機資本

によって農産物の国際価格の値上げが進んでおり、０８年の再来が危惧されています。 

　「自国の食料は自国の大地で」が基本であり、工業と同じルールで行うべきでないと思います。

ＴＰＰは、単に農業だけの問題ではなく、医療・介護・労働市場、更に国民皆保険制度や共済事業

への影響が多大です、生協の中でも大いに議論したいものです。 

 

■熊崎 達也 理事（信州大学生活協同組合　専務理事） 

　みなさんこんにちは。信州大学生協の熊崎と申します。日頃長野県内の生協の皆様には大

変お世話になっております。この場をお借りしてお礼を申し上げます。有難うございます。 

　さて、少々自己紹介をさせていただきます。出身は千葉県八千代市という東京のベッドタ

ウンです。特に何の特徴も無いところですが、ＪＲが無く、私鉄の京成電鉄が走っているだ

けなので、京成電鉄のストライキ（昔はよくありました）が起こると学校が休みになる事がありま

した（うれしかったです）。高校は佐倉高校（長嶋茂雄の母校）というところで、３年生の時の担

任が信州大学理学部の卒業生でした。野尻湖発掘調査の活動を熱心にされていた方で、その担任の

強い勧めもあり、信州大学理学部を受けることになったのです。こちらに来てビックリしたのは、

山が常に迫ってくること（千葉では見渡す限りの平野でした）。最初は威圧感さえありましたが、

今では山が見えないと逆に何か落ち着きません。 

　大学生協との出会いは、信州大学生協の学生委員（昔で言う組織部員）になったことです。それ

まで全く生協というものを知りませんでしたが、機関誌を作ったり、地域から提供していただいた

物でバザーを行ったり、屋外で映画上映をしたりと、非常に楽しくてのめりこみました。今では懐

かしい思い出ですが、すぐ横の部屋で今の学生たちが夜遅くまで頑張っているのを見ると、「変わっ

てないな～」と微笑ましく思います。いつの時代でも同じ目標を持った仲間たちとワイワイやるの

はいいものですね。私もいつも元気をもらっています。 

　そんな学生たちにとっては、今は生活や就職が大変な時代ではありますが、常に彼らの支えにな

る様な生協でありたいと思っています。これからもご支援、ご協力を宜しくお願い申し上げます。 

県生協連役員／会員生協　紹介 
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協同組合間協同の取り組み 

■３月１日（火） 虹のフェスタ第１回事務局会議 

■３月３日（木） 全国消団連全体会議、第４回信越電気通信

消費者支援連絡会 

■３月８日（火） 第１２回常任理事会 

■３月９日（水） 農政事務所意見交換会 

■３月１１日（金） 東京都連６０周年記念式典 

ＪＡ職農教育実践研究会 

■３月１２日（土） 県労福協なんでも相談ダイヤル 

■３月１３日（日）～１７日（木）長野県虹の会ベトナム視察研修 

■３月１４日（月） ＴＰＰ問題学習会 

■３月１７日（水） 都県連事務局会議 

■３月２４日（木） 第９回理事会 

■３月２５日（金） 長野県虹の会事務局会議 

■３月２９日（火） 県労福協理事会・発足会 

■３月３１日（木） 地連・地区別代議員会議 

■４月４日（月） 県労福協　共同編集会議 

■４月５日（火） 第１３回常任理事会 

■４月１５日（金） 全期監査 

■４月１９日（火） 第１０回理事会 

■４月２１日（木） 都県連責任者会議 

国際協力田米の合同発送式・学習会に参加しました 
　１月１３日（木）ＪＡ長野県ビル１階ロビー

にて、ＪＡ長野中央会と長野県労農会議、食

と農と環境を育むネットワークの主催による

アジア・アフリカ支援米・国際協力田米合同

発送式が開催されました。 

　発送式では、ＪＡ長野中央会の小松正俊専

務理事、長野県生協連の清水邦明会長理事（食

と農と環境を育むネットワーク）、長野県労

農会議の山口わか子議長より主催者挨拶がありました。また、支援米の栽培に取り組んだ長野市立古里小学

校の角田茉奈美さん、茅野市立玉川小学校の生徒さんの感想や「マザーランド・アカデミー」からのメッセー

ジが代読されました。そして、支援米の袋にメッセージを書き入れコンテナに積み込みました。 

　国際協力田運動は国際的な食糧支援活動で、県内の１８のＪＡ、小学校、住民ボランティア、生協等の協

力も得ながら栽培・収穫したお米を、毎年１月に食糧難にあえぐアフリカのマリ共和国に贈っています。長

野県生協連とＪＡ長野中央会などで構成する「食と農と環境を育むネットワーク」も取り組みに賛同して、

県生協連・コープながのも毎年発送式に参加しています。 

　１３年目を迎える今年は、ＪＡあづみとコープながの組合員（家族）が作った約４４５㎏を含む７，４９３㎏が２

台のコンテナに積まれて出発しました。 

　発送式終了後は、信州大学　教育学部　阿久津　昌三教授（文化人

類学研究室）を講師に、「マリ共和国を知るために」と題し、マリ共

和国の国土、自然、住民・社会、歴史、経済、日本との関係などマリ

共和国の最新の情報を学びました。改めて、今後の「国際協力田運動」

の発展を誓い合い終了しました。 


